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AI が考えるイスラエル・ガザ紛争の解決策 

～AI が分析する紛争の現状と革新的アプローチ～ 

 ライフデザイン研究部 主席研究員/テクノロジーリサーチャー 柏村 祐 

 

1.１年経過したイスラエルによるガザ侵攻 

イスラエルによるガザ地区への大規模な軍事侵攻から 1 年が経過した。この侵攻は、

2023年 10月 7日にハマスが行った前例のない規模の攻撃に対する報復として始まり、

国際社会に大きな衝撃を与えた。いまだ終息の道筋が見えない現状は、この紛争の複

雑さと解決の難しさを浮き彫りにしている。長期化する戦闘は、ガザの民間人に甚大

な被害をもたらし、人道的危機を深刻化させた。 

イスラエルは安全保障上の脅威への対応を主張し続けているが、この紛争は中東地

域全体の不安定化をもたらし、国際関係にも大きな影響を及ぼしている。紛争の長期

化に伴い、国際社会の関心や支援のあり方も変化してきた。 

こうした複雑な状況の分析に関して、AI を活用した新たなアプローチが注目されて

いる。AI による分析は、人間の専門家が見落としがちな微妙なパターンや相関関係を

検出し、より客観的かつ多角的な視点を提供する可能性がある。また、AI は膨大なデ

ータを迅速に処理し、過去の紛争のパターンを学習することで、従来の分析手法では

困難だった長期的な展開予測や複数のシナリオ分析を可能にする。 

本稿では、AI による分析がイスラエル・ガザ紛争の現状をどのように捉え、どのよ

うな新たな解決策を提唱するのかを検証する。 

 

2.AI によるイスラエル・ガザ紛争の詳細分析と新たな解決策の提唱 

はじめに、AI を活用してイスラエル・ガザ紛争の詳細な分析を行い、新たな解決策

を探る。具体的には、AI が過去 1 年間の動向を整理したうえで、専門家が提唱する解

決策を検討し、最後に従来の枠組みにとらわれないアプローチを提示する。 

まず、AI が整理した過去 1 年間の動向は以下の通りである（図表 1）。2023 年 10 月

にハマスの奇襲攻撃とイスラエルの報復攻撃が開始され、11 月には一時的な停戦と人

質交換が行われた。2024 年 2 月から 3 月にかけてはガザへの人道支援をめぐる問題が

顕在化し、4 月にはイランによるイスラエル攻撃が行われ、紛争が拡大した。5 月から

7 月にかけてイスラエル軍がガザ南部に侵攻し、ハマス指導者が死亡。8 月から 10 月

には停戦交渉が失敗し、周辺国を巻き込んだ衝突が激化した。この 1 年間で、ガザで

は 41,000 人以上が死亡し、200 万人以上が避難を強いられるなど、人道的危機が続い

ている。紛争は中東全体に拡大する危険性をはらんでいる。 
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図表 1  イスラエル・ガザに関する過去 1 年間の動向に関する AI の整理 

 

資料：perplexityより筆者作成 
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次に AI によると、専門家が提唱する解決策は以下の 5 点に集約された（図表 2）。

すなわち、即時停戦と人道支援の拡大、イスラエルとパレスチナ間の包括的な和平交

渉の再開、ガザ地区の再建と経済発展の促進、ハマスの武装解除と穏健化、イランや

ヒズボラなど周辺諸国の介入抑制である。これらの解決策は、国際社会の合意形成や

既存の国際法を重視する傾向があるといえる。 

 

図表 2 AI が整理した専門家が提唱する解決策 

 

資料：Google AI Studioより筆者作成 
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そこで AI は、より大胆な解決策を提案した（図表 3）。まず、ガザ地区の国際管理

化が挙げられている。これは、ガザ地区を国連または複数国家による国際管理下に置

き、国際平和維持部隊による治安維持とハマスの武装解除、国際社会主導のインフラ

整備と経済開発を行うというものである。また AI は、地域経済圏構想も新たな視点と

して提示している。これは、イスラエル、パレスチナ、エジプト、ヨルダンなどを含

む経済圏を創設し、自由貿易協定や共同インフラ整備による経済的相互依存関係を構

築、経済発展を通じて貧困や格差の解消を目指すものである。さらに AI は、ハマスと

の限定的な協力も検討すべき選択肢とした。これは、ハマスに一定の政治的役割を認

め、ガザ地区の復興や人道支援においてハマスと協力し、ハマスの穏健化を促進する

ものである。 

これらの解決策は、従来の枠組みを超えた発想にもとづくものといえる。しかしな

がら、その実現には多くの課題がある。たとえば、ガザ地区の国際管理化はイスラエ

ルやパレスチナ双方の主権にかかわる問題であり、合意形成は容易ではない。地域経

済圏構想も、政治的対立が根強い現状では実現のハードルが高い。ハマスとの協力案

に至っては、テロ組織との交渉を意味するものともいえ、国際社会の反発を招く可能

性がある。 
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図表 3  AI が提唱する実現可能性のある解決策 

 

資料：Google AI Studioより筆者作成 

 

以上のようにAIによる分析は、イスラエル・ガザ紛争の複雑さを改めて浮き彫りに

すると同時に、従来の専門家の視点では見落とされがちな新たな解決策の可能性を示

している。特に、ガザ地区の国際管理化や地域経済圏構想、ハマスとの限定的な協力

といった提案は、従来の枠組みを超えた発想として注目に値する。 
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3.AIが示唆する中東和平への道筋と国際社会の役割 

AIによる分析結果は、イスラエル・ガザ紛争の複雑性を改めて浮き彫りにすると同

時に、専門家の視点では見落とされがちな革新的な解決策の可能性を示した（図表

4）。専門家が提唱する解決策が即時停戦、包括的な和平交渉、ガザ地区の再建と経

済発展、ハマスの武装解除と穏健化、周辺諸国の介入抑制などに焦点を当てる一方

で、AIは既存の枠組みにとらわれない大胆な発想を提示している。 

 

図表 4  AI が示唆する中東和平への革新的アプローチ 

 
資料：筆者作成 

 

特に注目すべきは図表 4 に示されている 3 つの提案で、長期間の紛争の解決に新た

な視点をもたらすものといえる。AIの分析が示唆する重要な点は、紛争解決には非線

形的なアプローチが必要だということである。AIは紛争の複雑な相互作用と予期せぬ

展開を考慮に入れた、より柔軟な戦略を提案しており、これは紀元前から続く中東の
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紛争に対する新たな打開策となる可能性を秘めている。ただ当然ながら、その実現に

は多くの課題があり、重層的な検討と段階的なアプローチが必要である。 

たとえば、ガザ地区の国際管理化案では関係者の合意形成や費用負担の問題、地域

経済圏構想では政治的対立の解消、ハマスとの限定的協力案ではイスラエルや国際社

会の反発など、それぞれに大きな障壁が存在する。これらの課題を克服するために

は、関係国間での対話を通じた相互理解の深化、国際世論の喚起、経済支援や安全保

障などのインセンティブの整備、そしてそれらにもとづく長期的視点に立った段階的

な信頼関係の構築が必要となる。 

以上みてきたように、AIが提示する斬新な視点を出発点として、専門家の知見も踏

まえつつ多角的な議論を深めていくことが、長年続く中東紛争の解決への糸口になる

のではないか。国際社会には、これらの新たな選択肢を含めたあらゆる可能性を検討

し、和平実現に向けた努力を継続することが求められる。イスラエル・ガザ紛争の解

決には、既存の枠組みにとらわれない大胆な発想と対応が不可欠であり、AIの分析は

その一助となる可能性を秘めているのである。 

 


